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研究要旨 

本邦には非血縁者移植における患者、ドナーの DNAバンクはあるが、血縁者間移植に 

おいては、その実態は不明である。SNP研究だけでなく、全ゲノム解析などにおいて、 

バックグラウンドの少ない血縁ペアの検体は重要な情報をもたらすと考えられる。 

今回の調査で少なくとも全国１０施設で造血幹細胞移植ドナー・レシピエントの６９０ 

ペアーの検体が保存されていることがわかった。保存時の説明と同意方法や保存方法は 

施設により違っており、今後も継続的な議論が必要であると考えられる。 

 

 

A. 研究目的 

非血縁者移植における患者、ドナーの DNA

バンクは約 9000検体、臍帯血では約 1300

の検体が利用可能である。しかし血縁者間

移植においては、各施設で保存していると

考えられるが、その実態は不明である。SNP

研究だけでなく、全ゲノム解析などにおい

て、バックグラウンドの少ない血縁ペアの

検体は重要な情報をもたらすと考えられる。 

B. 研究方法 

保存の有無、保存の形態、検体数などにつ

いて、調査のための簡単なアンケートを施

行し、日本の現状について明らかにする。

平成２３年に同種造血幹細胞移植を２０例

以上施行している施設を中心に４７施設に

アンケートを送付した。１２月２６日まで

に４１施設から回答を得た。 

 

C. 研究結果 

質問１ 貴施設において血縁者間移植にお

いて、研究に用いることの同意が得られた

ドナー・レシピエントの細胞、ＤＮＡの保

存をしているでしょうか。 

はい   １１ 

いいえ  ３０ 

 

質問２（以下質問１で「はい」を選択した

施設にお伺いします。）どのような形態で保

存しているでしょうか。（すべてに○をつけ

てください） 

 

細胞 ８ 

DMSO  ６ 

ペレット  １ 

セルライン化 ０ 

セルバンカー １ 

 

 

核酸 ６ 

ＤＮＡ  ６ 

ＲＮＡ  ０ 

重複あり 

 

D. 考察 



今回の施設を限定したプレリミナリーな調

査の結果、少なくとも全国１０施設で造血

幹細胞移植ドナー・レシピエントの６９０

ペアーの検体が保存されていることがわか

った。保存時の説明と同意については、施

設により違っていた。多数例での網羅的遺

伝子解析を行うための基盤を作るためには、

継続的な議論が必要であると考えられる。 

 

E. 結論 

本邦には非血縁者移植（骨髄、末梢血幹細

胞、臍帯血）における患者、ドナーの DNA

バンクはあるが、血縁者間移植においては

不明であるため今回のその実態調査を行っ

たところ、少なくとも全国１０施設で造血

幹細胞移植ドナー・レシピエントの６９０

ペアーの検体が保存されていることがわか

った。これらバックグラウンドの少ない血

縁ペアの検体は SNP研究だけでなく、全ゲ

ノム解析などにおいて、重要な情報をもた

らすと考えられる。今回の調査で保存時の

説明と同意については、施設により違って

いた。多数例での網羅的遺伝子解析を行う

ための基盤を作るためには、継続的な議論

が必要であると考えられる。 
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